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にしたところ心筋梗塞の発生数が激減した事例 1）など
海外の報告を例に挙げ、喫煙は受動喫煙も含め、全
身の様々な疾患と関連していることを紹介した。ま
たタバコ煙が肌や衣服、壁や家具などに付着し、そ
こから発癌物質が放出され続けるという3次受動喫
煙の影響について説明した。
喫煙前後の脳波の変化から喫煙者は喫煙により覚
醒レベルが上昇する 2）が、上昇した覚醒レベルは、
実際は非喫煙者の正常レベルに過ぎず、時間の経過
とともにまた低下してしまう 3）。しかし禁煙により喫
煙者の覚醒レベルは1～2週間かけて徐々に正常化す
ることがわかっている。また喫煙により喫煙者のス
トレスレベルは低下するが、ニコチン切れによるスト
レスが常について回り、実は喫煙習慣を無くすこと
こそがストレス改善の方法であるとした。
睡眠・食事・飲酒・運動・肥満・喫煙の状況を点
数化し年齢調整死亡率を比較するライフスタイル健
康テストを紹介し、死亡率は喫煙者が明らかに高く、
他の生活習慣を改善しても喫煙の影響は打ち消せな
いとした 4）。
東北大学病院は今年4月に喫煙に関する『東北大学

病院の宣言』を発表した。黒澤氏はこの作成者の一
人で、1．すべての人の受動喫煙を防ぐ　2．喫煙者
の健康を守る　といった内容に触れ、東北大学病院
の考えを示した。

シンポジウム「タバコで起こる意外な病気」
続いて金上病院安藤由紀子氏座長のもと、シンポ

ジウム「タバコで起こる意外な病気」が行われた。今
回のシンポジウムはタバコ煙による健康被害を、一
般にはあまり認識されていない眼科、歯科、精神科
疾患と喫煙について、それぞれの専門医師の立場か

はじめに
NPO法人禁煙みやぎは、5月31日の「世界禁煙

デー」に合わせて1995年から毎年宮城フォーラムを
開催している。2011年は3月11日の東日本大震災の
ため10月に第17回を、また2012年は第6回日本禁
煙学会学術総会を4月に仙台で担当したため、11月
に第18回フォーラムを開催した。第19回となる今年
は、本来のスタイルに戻り6月1日土曜日にエルパー
ク仙台セミナーホールで「みんなの知らない“タバコの
害”」をテーマに基調講演とシンポジウムが行われ、一
般市民や学生、医療関係者など約100名が参加した。

基調講演「タバコを吸うと何が起こるのか」
NPO法人禁煙みやぎ山本蒔子理事長の開会挨拶

の後、仙台錦町診療所・産業医学センター広瀬俊雄
氏座長のもと、東北大学環境・安全推進センター所
長、東北大学大学院医学系研究科産業医学分野教
授・統括産業医の黒澤一氏が基調講演「タバコを吸
うと何が起こるのか」を行った。
冒頭、最近中国からの大気汚染物質として注目さ
れているPM2.5（直径2.5μm以下の微粒子）がタバコ
煙には多量に含まれており、肺の奥深く肺胞にまで到
達して肺を破壊し、癌を起こし、血管内に侵入し動
脈硬化を引き起こすことを示した。次に米国モンタナ
州ヘレナ市においてレストランや酒場などを全面禁煙
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「みんなの知らない“タバコの害”」2013年6月1日（土）開催

安達哲也、安藤由紀子、石井一、大高要子、大滝正通、黒澤一、広瀬俊雄、山本蒔子
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ら講演された。
眼科領域について東北大学東北メディカル・メガ
バンク機構ゲノム解析部門教授布施昇男氏が講演し
た。タバコの健康被害について、肺癌や心筋梗塞と
の関連は一般的認知度が高い一方、喫煙が眼に及ぼ
す影響についてはほとんど知られていない。氏は喫
煙が危険因子となりうる眼疾患として「白内障」5）「加
齢黄斑変性症」6）「緑内障」7）があるとした。ものがゆ
がんで見えたり、視野の中心部が見えにくくなった
りする加齢黄斑変性症は、以前は稀な疾患であった
が、食事の欧米化などの影響か増加傾向にあり、喫
煙の影響により悪化することを示した。眼底血流を
測定した動画を紹介し、喫煙の影響で血管が収縮し、
血流が悪化することを示した。喫煙後に見え方が暗
くなると訴える緑内障患者もいるとし、眼疾患にお
いても禁煙の重要性を強調した。
歯科領域は「タバコと歯周病と全身の健康」につい

てデンタル・ミキ院長、禁煙みやぎ副理事長の大高
要子氏が講演を行った。歯の喪失の第一原因は歯周
病であり、約42％を占めている。歯周病の局所的原
因はプラーク（歯垢）で、プラークは細菌の塊である。
一方、歯周病の全身的原因としては喫煙の影響が際
立っており、喫煙本数が多ければ多いほど、また喫
煙開始年齢が若いほど、歯周病の悪化が著しくなる。
歯の移植やインプラントの生着率も喫煙で悪化する 8）

ので歯科治療においても禁煙が重要である。また糖
尿病患者の歯周病を治療すると血糖コントロールも
改善すること 9）などを例に挙げ、歯周病が心血管疾
患・呼吸器疾患など全身疾患にも関連しており、歯
の健康が全身の健康に影響することを説明した。
精神科領域については、あおばの杜診療所石井一

氏より講演された。ニコチンはコカインやアルコール
同様、依存性物質であり、依存症の成り立ちや喫煙
と精神疾患の関連について解説した。ニコチン依存
もアルコールと同様、3か月で依存から脱すると考え
られている。また夜間不眠の喫煙者が夜中に喫煙す
る場合があるが、基調講演で黒澤氏も述べていたよ
うに、ニコチン摂取で覚醒レベルが上昇するので睡
眠に対して全くの逆効果である。一時、ニコチンが
中枢神経を刺激するので喫煙者はアルツハイマー型
認知症になりにくいという説が出たが、現在では否
定されている。逆に、喫煙で動脈硬化が進行すれば
脳血流量が低下し、認知症予備軍となる可能性があ
ることを指摘した。

総合討論では座長、各演者が登壇し、活発な議論
がなされた。一般の方から宮城県で受動喫煙防止条
例がなぜできないのかとの問いがあり、山本蒔子氏
より、前年のフォーラムのテーマは「サヨナラ！受動
喫煙」で、フォーラムの席上、シンポジストだった宮
城県議会副議長佐々木征治氏から当時3年以内に制
定することを目指していると表明されたことが説明さ
れた。
最後に大野内科医院大滝正通氏による閉会の挨
拶では、大気汚染物質のPM2.5はタバコ煙に多量に
含まれていること、WHOの「タバコ規制枠組条約
（FCTC）」に日本も批准しているにもかかわらず、こ
の条約がうやむやにされており、我々が声を大にして
受動喫煙防止にもっと積極的にかかわっていくべき
であることを改めて強調し、フォーラムは終了した。

おわりに
本フォーラムは、多数の一般市民をはじめ、行政

の保健担当者、マスコミ関係者、医療関係者などが
参加し、今回で第19回となった。本年のWHO世界
禁煙デーのテーマは「タバコの広告、販売促進とスポ

図1　第19回世界禁煙デー・宮城フォーラム
「みんなの知らない“タバコの害”」のシンポジウムの一幕

図2　第19回世界禁煙デー・宮城フォーラム
質問する参加者
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ンサーシップを禁止しよう」であった。タバコ産業の
戦略に惑わされずに禁煙を推進するため、タバコ煙
による健康被害に対し、改めて警鐘を鳴らす充実し
た内容であった。
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